
情報化社会を支える技能者として時代をリード！
パソコンやモバイル、スマートフォンを通じてデータベースやビッグ

データなど私たちは様々なテクノロジーを利用しています。今や、あら

ゆる業種においてデジタル化が進行し、その領域は日増しに広がって

います。また生成AIの凄まじい進化は私たちの生活や社会を根本か

ら変えていく可能性があります。このような時代にソフトウェアアプリ

ケーション開発で求められるのは、時代に即したソフトウェアの設計

や開発を通じてこれらのタスクの円滑な遂行を担う人材です。

情報化社会を
サポートする
技術

前回大会金メダリストからメッセージ！

ソフトウェアアプリケーション開発
Software Applications Development

ソフトウェアアプリケーション開発ソフトウェアアプリケーション開発ソフトウェアアプリケーション開発
Software Applications DevelopmentSoftware Applications DevelopmentSoftware Applications Development
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前回大会
金メダリスト
インタビュー

山本 朝陽さん

各々のモチベーション、例えば
「達成意欲」「承認意欲」「向上
心」、それを忘れないように、そ
の力で手を動かし頭を働かせ、
その力で大きなイノベーション
を生み出してください！

ソフトウェアアプリケーション開発の競技では、仮想の業

務で発生した課題に対して、データベースの設計やプロ

グラムの開発、システムの利用者に向けてのプレゼン

テーションをしっかり効果的に行えるかを競います。与え

られた課題を解決することももちろんですが、大切なの

は「利用者のニーズと課題」を的確に理

解し対応すること。システムが管理や運

用のしやすさまで考えて開発されてい

るかどうかが結果につながります。

利用者の側に立った
システムづくりが決め手

殿岡良美主査
特定非営利活動法人

インターネットスキル認定普及協会

［所属：日本電子専門学校］
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